
(1) 人・街・ながた震災資料室だより

八
月
十
日
、
ト
ル
コ
か
ら
ム
レ
デ
ィ
ン
・
コ
ク

サ
ル
さ
ん
（
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
グ
ン
ゴ
レ
ン
市
）

ュ
ス
フ
・
オ
ズ
デ
ミ
ル
さ
ん
（
プ
ル
ザ
市
）
ア
イ

ゼ
・
オ
ズ
ク
ン
・
エ
ル
バ
ッ
さ
ん
（
イ
ズ
ミ
ル
市
）

の
研
修
生
が
長
田
区
を
訪
問
さ
れ
た
。
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発
行
人
／
寿

広
文

編
集
人
武
川
・
福
鳶
・
山
西

長
田
の
街
の
中
央
を
流
れ
る
新
湊
川
の
桜
橋
の

西
三
丁
の
角
に
元
祖
•
平
壌
冷
麺
が
移
っ
て
き
て

一
年
余
り
に
な
る
。

長
田
郵
便
局
の
東
向
い
に
あ
る
本
店
は
震
災
復
興

区
画
整
理
地
区
に
あ
り
事
業
が
動
き
出
し
て
い
る
。

六
間
道
に
店
を
出
し
て
か
ら
六
十
年
が
経
ち

店
長
も
三
代
目
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。

元
祖
・
平
壌
冷
麺
屋
の
味
は
、
何
と
言

っ
て
も

「
麺
」
と
「
ス
ー
プ
」
に
あ
る
。
そ
の
特
徴
を
奥
さ

ん
の
朴
順
子
さ
ん
（
六
十
オ
）
は
、
「
粉
は
自
家
製
ブ

ラ
ン
ド
、
も
ち
ろ
ん
手
打
ち
で
注
文
を
聞
い
て
か
ら

作
り

『
シ
コ
シ
コ
麺
』
と
言
わ
れ
腰
が
強
い
こ
と
。

ス
ー
プ
は
水
キ
ム
チ
が
発
酵
す
る
寸
前
の
を
調
合
し

た
あ
っ
さ
り
味
で
、
ア
ル
カ
リ
性
で
美
容
と
健
康
に

よ
い
」
と
の
こ
と
だ
。

一

冷
麺
と

一
緒
に
出
て
く
る
の
が
崖
鳳
で
香
ば
し
い

味
で
お
か
わ
り
を
し
た
く
な
る
。
今
、
若
者
に
人
気

が
あ
る
の
は
ピ
ビ
ン
麺
（
八
百
円
）
。
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ト
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災
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復
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支
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チ
ー
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活
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報
告
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9
9
9

、
8

、
2
7
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9

、
9
)

三
名
は
ト
ル
コ
の
行

政
眠
員
で
復
興
事
業
に

活
躍
さ
れ
て
い
る
。

ト
ル
コ
は
九
九
年
八

月
十
七
日
、
十
一
月
十

二
日
と
立
て
続
け
に
大

地
震
が
あ
り
、
そ
の
規

模
も
阪
神
大
震
災
を
上
回
る
も
の
で
、
現
在
大
変

な
状
況
下
で
復
興
が
行
わ
れ
て
い
る
。

三
名
の
研
修
生
は
ト
ル
コ
政
府
の
要
請
に
よ
り

神
戸
市
に
派
遺
さ
れ
八
月
か
ら
十
一
月
の
期
間
、

防
災
対
策
や
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
研
修
を
受
け

て
い
る
。
今
回
、
当
区
を
選
ん
だ
の
は
被
災
地
の

復
興
状
況
や
震
災
時
の
対
応
を
実
地
に
学
ぼ
う
と

の
こ
と
だ
。

木
下
区
長
か
ら
長
田
の
ま
ち
の
成
り
立
ち
や
震

災
時
、
震
災
後
の
ま
ち
の
状
況
等
に
つ
い
て
説
明

さ
れ
、
続
い
て
震
災
資
料
室
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
写

真
や
パ
ネ
ル
等
を
用
い
て
長
田
の
街
の
被
災
時
の

状
況
や
住
民
の
避
難
状
況
、
さ
ら
に
震
災
後
の
区

役
所
の
対
応
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。

ト
ル
コ
か
ら
研
修
生

そ
れ
ぞ
れ
の
震
災
体
験
を
交
流
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ー

ト
ル
コ
の
地
震
で
は
―
つ
の
町
だ
け
で
な
く
各

都
市
が
震
災
を
受
け
、
国
も
人
々
も
ど
う
し
て
い

い
か
分
か
ら
な
い
状
況
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、

日
本
で
例
え
る
と
京
都
・
大
阪
・
神
戸
か
同
時
に

被
害
に
会
う
よ
う
な
も
の
だ
。

ま
た
意
見
交
流
で
は
、

ト
ル

コ
の
地
震
で
は
火

災
は
な
か
っ
た
が
家
屋
の
下
敷
き
に
な
っ
た
方
の

救
出
が
間
に
合
わ
な
い
う
ち
に
余
震
に
よ
り
命
が

絶
た
れ
た
と
い
っ
た
話
、

ト
ル
コ
で
も
学
校
が
避

難
所
と
な
っ
て
い
る
が
、
住
民
が
学
校
の
安
全
性

に
不
安
を
感
じ
学
校
に

々

避
難
せ
ず
に
テ
ン
ト
で

話
な
ど
ト
ル
コ
と
長
田

の
状
況
の
違
い
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。

ト
ル
コ
の
復
興
も
こ

れ
か
ら
が
大
変
だ
と
予

想
さ
れ
、
初
め
て
の
課

題
と
向
き
合
っ
ょ
う
に

な
る
が
長
田
で
の
研
修

が
少
し
で
も
役
立
て
ば

嬉
し
く
思
っ
。
一
日
も

心
ふ

早
い
復
興
を
心
よ
り
祈
念
し
た
い
。

ス
ー
プ
の
味
は
南
北
統

一

寄
贈
書
籍
紹
介

長
楽
小
学
校
の
記
録

ト
ル
コ
か
ら
研
修
生

来
客
用
駐

車
場
に
は
大

阪
や
姫
路
ナ

ン
バ
ー
の
車

が
目
に
止
ま
り
、
人
気
の
高
い
の
が
分
る
。

チ
ャ
ン

・
ウ

ォ
ン
ポ
ン

ご
主
人
の
張
元
範
さ
ん
（
六
十
一ニ
オ
）
の
故
郷
は

平
壌
で
、
奥
さ
ん
は
釜
山
出
身
だ
。

南
北
首
脳
会
談
の
劇
的
な
両
金
氏
の
出
会
い
は
、

全
世
界
が
固
唾
を
呑
ん
で
見
守

っ
て
い
る
中
で
行
わ

れ
た
1

ー
金
正
日
総
書
記
は
健
康
そ
う
で
ゆ
と
り
の

あ
る
態
度
だ
が
、
年
上
の
金
大
中
大
統
領
に
対
す
る

礼
緞
と

一
歩
さ
が
っ
た
謙
譲
さ
は
“
も
は
や
南
北
は

後
戻
り
し
な
い
＂
決
意
の
表
明
と
映
っ
た
。

二
人
が
平
壌
国
際
空
港
で
抱
き
合
う
姿
が
テ
レ
ビ

に
映
し
出
さ
れ
た
時
、
朴
順
子
さ
ん
は

「嬉
し
さ
が

こ
み
あ
げ
て
き
て
涙
が
出
て
、
思
わ
ず
息
子
と
拍
手

を
し
た
」
の
だ
っ
た
。
夫
婦
で
統

一
列
車
に
乗
る
日

が
近
づ
い
て
き
た
。



(3) 人 ・街・なかた震災資料室だより (2) 

こ
の
度
、
社
団
法
人

【
シ
ャ
ン
テ
ィ
国
際
ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア
会
（
旧
称
：
曹
洞
宗
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
会
）

・
地
球
市
民
事
業
課
長
の
市
川
斉
氏
】

か
ら
『
混
沌
か
ら
の
出
発
』
と
い
う
書
籍
を
頂
戴

し
ま
し
た
。

震
災
当
時
、
市
川
氏
た
ち
は
、
神
戸
に
事
務
所

を
設
置
し
、
被
災
地
の
救
援

・
支
援
活
動
に
取
り

組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
本
は
、
自
然
災
害

が
続
け
ざ
ま
起
こ
っ
て
い
る
現
在
、
震
災
体
験
の

教
訓
が
、
今
後
ま
す
ま
す
必
要
に
な
っ
て
く
る
か

も
し
れ
な
い
と
い
う
思
い
か
ら
刊
行
す
る
こ

と

に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

こ
の
本
の
中
に
《
こ
れ
だ
け
は
伝
え
た
い

1
の
視

点
》
と
い
う
ペ

ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
そ
れ

を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

①
鍵
を
握
る
の
は
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
・
コ
ー
デ
ィ
ネ

イ
ト
で
あ
る

今
月

8
日
に
行
わ
れ
た
静
岡
県
浜
名
郡
新
居
町
小

中
学
校
防
災
教
育
研
修
会
の
資
料
を
紹
介
す
る

。

こ
の
資
料
は
，
長
楽
小
学
校
の
加
納
靖
久
先
生
が

作
ら
れ
た
も
の
だ

。
震
災
当
日
か
ら
の
毎
日
の
記

鉢
，
避
難
所
と
し
て
の
体
制
，
学
校
の
再
開
，
生

徒
の
心
の
ケ
ア
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る

。

こ
こ
で
は
，
長
楽
小
学
校
の
教
育
再
開
と
給
食

）
 

i

の
開
始
を
と
り
あ
げ
て
み
る

。

― -）

1
月
2

1
日
＇
~

学
校

に
子
供
た
ち
を
集
め
，

ょ室

1
時
間
．
作
文
と
ゲ
ー
ム
を
し
た

。

（
県
下
教
職

料

員

組
合
員
が
泊
ま
り
こ
み
支
援
）

資

2

月
9

日
＼

ー
—
校

庭
に
子
供
た
ち
を
集
合
さ

災

せ
，
避
難
所
に
な
っ
て
い
な
い
千
歳
小
学
校
ま
で

霙
通
い
，
応
急
教
育
開
始
。
授
業
は

2
時
間
，
給
食

よ
な
し

。

た

r
_9'
 

＊
千
歳
小
学
校
は
周
囲
が
全
焼
し
，

一
旦
逃

かな．
げ
込
ん
だ
被
災
者
も
他
校
へ
避
難
し
た
た
め

，
無

街

人
だ

っ
た
。
全
教
室
は
避
難
所
に
な

っ
て

い
た
長

．

楽
・
蓮
池
小
学
校
が
利
用
し
た

。
子
供
た
ち
は
，

人

廃

墟

の
な
か
を

15分
教
員
に

引
率
さ
れ
て
通
学
し

震
災

5
周

年

鋲

魂

と

再

生

の

メ

ッ

セ

ー

ジ

神
戸
和
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
パ
ル

9
/
3

（
日
〉

12時
30
分
開
場

13時
開
演

新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
制
場

具
楽
ぶ
ぃ
咲
杓
の
、
記
録

る
②
救
援
物
資
を
第
二
の
災
害
に
し
て
は
な
ら
な

l
>
 

③
被
災
者
と
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
は
心

の
溝
が
あ

|
s
V
A
阪
神
・
淡
路
大
震
災
救
援
活
動
の
歩
み
ー

混
沌
か
ら
の
出
発

ー

寄
贈
書
籍
紹
介

l
.
 ⑥

地
元
の
人
々
や
団
体
と
連
携
す
る

⑦
活
動
を
始
め
る
際
に
は
、
撤
退
の
時
期
を
念
頭

に
置
く

⑧
行
政
だ
け
に
頼
ら
ず
市
民
相
互
の
協
力
の
輪

を
⑨
想
像
力
を
働
か
せ
て
行
動
し
よ
う

⑩
救
援
活
動
は
自
ら
の
実
情
に
即
し
た
方
法
で

こ
れ
ら
の
中
で
②
の
物
資
に
関
す
る
と
こ
ろ

に
物
資
を
受
け
取
る
側
の
か
ら
の
お
願
い
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
次
の
三
つ

で
す
。

①
―
つ
の
箱
に
は
同
じ
物
を
入
れ
、
で
き
れ
ば
同

じ
サ
イ
ズ
の
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
使
っ
て
送
る
。

②
統
一
書
式
の

「
物
品
リ
ス
ト
」
を
作
り
、
箱
の

見
や
す
い
と
こ
ろ
に
添
付
す
る
。

③
個
人
で
送
ら
ず
、
団
体
（
グ
ル
ー
プ
）
で
ま
と

め
て
送
る
。

以
外
に
気
が
付
か
な
い
と
こ
ろ
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
物
資
を
分
配
す
る
側
か
ら
す
れ
ば
み
ん
な

が
気
を
つ
け
て
く
れ
れ
ば
作
業
も
は
か
ど
り
非

常
に
助
か
る
と
思
わ
れ
ま
す。

＾

今
後
、
ど
こ
か
に
物
資
を
送
る
時
は
こ
の
点
に
気

を
付
け
て
送
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

出
痰
団
体

哀田

g名
神
揺
太
鼓
研
克
会
、

・

な

か

よ

し

爪

絞

ほ

か

お
問
い
合
わ
せ
は
神
戸
和
太
鼓
セ
ン
タ
ー

（
公

0
7
8

ー

2
4
1

ー

1
7
7
o
)

る
⑤
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
も
心
の
ケ
ア
は
必
要
で
あ

④
地
域
性
を
理
解
し
て
行
動
す
る

7月 24日

中央 小学校にて

震災資料室 展

全

阪
神
大
震
災

2
0
0
0
年
の
記
録

発
行
阪
神
大
震
災
を
記
録
し
つ
づ
け
る
会

『
体
験
記
を
募
集
し
、
出
版
し
続
け
る
と
と
も

に
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
記
録
す
る
こ
と
も
大

切
だ
と
思
う
。
そ
れ
は
ま
た
、
私
た
ち
の
会
の
重

要
な
使
命
で
も
あ
る
。
』

第
六
巻
の
前
書
き
は
、
こ
う
締
め
く
く
ら
れ
て
い

る
。今

回
の
体
験
記
募
集
に
は
八
十
二
編
の
手
記
が

寄
せ
ら
れ
た
。
手
記
を
継
続
し
て
投
稿
し
て
下
さ

る
方
、

「
地
震
か
ら

6
年
目
で
、
よ
う
や
く
書
く
気

に
な

っ
た
」
と
、
心

の
封
印
を
解
か
れ
た
方
も
い

ら
っ
し

ゃ
る
そ
う
だ
。
ま
た
、
ト
ル
コ

・
台
湾
の

大
地
震
の
報
告
記
、

地
震
以
来
、

継
続
し
て
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
さ
れ
て
い
る
方
々
か
ら
、
支
援

す
る
側
の
思
い
や
経
験
の
寄
稿
も
あ
る
。

『
複
数
の
視
点
か
ら
み
る
こ
と
に
よ
り
、
は
じ

め
て
震
災
の
検
証
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

そ
し
て
検
証
の
結
果
は
個
人
の
立
場
や
考
え
方
の

癖
に
よ

っ
て
違
う
。
腹
蔵
な
く
検
証
結
果
を
語
り

合
い
、
で
き
れ
ば
、

一
部
を
共
感
し
合
え
る
場
の

ひ
と
つ
に
な
れ
れ
ば
』
と
会
の
立
場
が
あ
る
。

TEL こ
o 社の
3 団本
I 法の 1¥ゞ

5 人 お
3 :`・問
6 

ノム、
ャロ

° ンせ
1 テ は

と ィ喜
> 昌口ま

§ボて

V ラ

A 
ン

ヽノテ

広
ィ

塁[
------→ 

う乗 消らが ら合ハ校部 ＾ ゼ水 3 た
り゚こし 9のな ず ＊ 警 5プ教 内融 ガ 4リ'¥ 2 ° 

越こ ＇月職か＇ 裳 備月の 室 に通＊ス月 Iガ 4月
えま 本 1員つ 学災-中仮不はし校復 1でス時 2
てで格日派た校後に旬設足＇て内旧日開途問 7
きこ 的 I遣 の゚＇ 戻 1教のまも避は 1カ台絶に 日
た ぎ な がそ夜 警 り 室 ただら難 3 しの延＼
こ つ 学 2続の間備＇雲をめ 1つ者月自たた長
とけ校 2いた 警会 教災建 '0た代上校 め゚し 1
はる復 9ため備社職前て市〇 表゚旬で '’千
言 た 旧 日 ゜ ＇をに 員の ＇民〇避と 教゚ 給給歳
うめがに 教引ガの椴授花人難協-育 食食小
まに始及 職き I宿 械 業壇 ほ所議 ＇ はを学
で様まぶ 員受ド泊警をのど とし 給 パ再校
も々つ避 やけマを備行場居な＇ 食 ン開で
ななた難 区るン廃体つ所住つ教 再 ，しの
い困 所゚ ・とが止制 に゚のて室 開 牛た授
だ 難 を 市 こ集 ゜^ プまいを ゜ 乳 業゚
ろを 解かろま総 レ忠た 一 ＇断を
一 ・

畏B！置火頁

9
.
9
0
 

.
a
.
 

遥
＇
，

1

．．
 •
も
9
,

．

‘

ご
、
もr̀ 

i: 

y
.
、

t
”
f
"
 

•• r~ 

蕊

,a
0
3
,
5
3
6
0
,
1
2
2
0
 

t

5

 

.
9
.
 

．
 

l
l
 

が
~

9


